
令和6年度 第1回 船 橋 市 文 化 財 審 議  会 

会 議 次 第 

日 時  令和６年５月２０日（月） 午後２時～ 

場 所  船橋市役所 本庁舎７階 教育委員室  

１．開 会 

２．報告事項 

(1)令和５年度文化財保護・調査・普及事業の報告について 

(2)令和６年度文化財保護・調査・普及事業の計画について

(3)取掛西貝塚保存活用事業について

(4)埋蔵文化財調査事務所の旧金杉台中学校への移転について

３．その他 

４．閉 会 
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令和 5年度文化財保護・調査・普及事業の報告について 

１．保護・調査事業 

① 取掛西貝塚保存事業

報告（3）「取掛西貝塚保存活用事業について」で報告いたします。

② 開発等に伴う埋蔵文化財に関する業務

開発等事業者と調整協議し、必要な発掘調査の実施等、埋蔵文化財保護業務を実施

した。（業務実績については、資料（1）に掲載。）

③ 開発等に伴う発掘調査（本調査）13 件

No. 遺跡名 場所 時代・主な検出遺構 備考 

1 川ノ上遺跡(9) 飯山満町 1丁目 近世溝跡他 直営 

2 印内台遺跡群(88) 印内 2丁目 中・近世溝状遺構他 直営 

3 東中山台遺跡群(85) 東中山 2丁目 奈良・平安時代竪穴住居跡他 直営 

4 坂ノ上遺跡(1) 上山町 2丁目 縄文時代土坑他 直営 

5 宮前遺跡(8) 上山町 2丁目 縄文時代竪穴住居跡他 直営 

6 夏見台遺跡(79) 夏見 6丁目 古墳～平安時代竪穴住居跡 直営 

7 夏見大塚遺跡(39-1) 夏見 5丁目 中近世ピット 直営 

8 夏見台遺跡(80） 夏見 6丁目 古墳～平安時代竪穴住居跡他 直営 

9 ユルギ松遺跡(12) 飯山満町 2丁目 縄文時代竪穴住居跡他 委託 

10 佐倉道南遺跡(9) 前原西 4丁目 縄文時代土坑他 直営 

11 印内台遺跡群(91) 印内 1丁目 古墳時代竪穴住居跡他 直営 

12 高根木戸北貝塚(4) 西習志野 1丁目 縄文時代竪穴住居跡他 委託 

13 海神台西遺跡(24) 海神 5丁目 中近世溝状遺構他 委託 

※ （）内は調査次数を示す。例）川ノ上遺跡（9）➡川ノ上遺跡第 9次調査地点

※上記本調査には「確認・本調査」2件を含む。

1の川ノ上遺跡(9)は令和 5年度の調査についてのみ記載している。
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④ 開発等に伴う発掘調査（確認調査） 24 件

No. 遺跡名 場所 No. 遺跡名 場所 

1 東町遺跡（5） 東町 13 坂ノ上遺跡（2） 上山町 2丁目 

2 天沼遺跡（3） 海神 2丁目 14 佐倉道南遺跡（9） 前原西 4丁目 

3 天沼遺跡（4） 海神 2丁目 15 高根木戸北貝塚（4） 西習志野1丁目 

4 印内台遺跡群（87） 西船 2丁目 16 飛ノ台貝塚（14） 海神 4丁目 

5 印内台遺跡群（89） 印内 2丁目 17 中野木台遺跡（25） 中野木 2丁目 

6 印内台遺跡群（90） 西船 2丁目 18 夏見大塚遺跡（39-1） 夏見 5丁目 

7 後貝塚（2） 旭町 3丁目 19 夏見台遺跡（79） 夏見 6丁目 

8 後貝塚（3） 旭町 3丁目 20 東中山台遺跡群（87） 西船 7丁目 

9 海老ケ作遺跡（2） 大穴南 3丁目 21 宮前遺跡（8） 上山町 2丁目 

10 海老ケ作貝塚（7） 大穴南 4丁目 22 宮本台遺跡群（88） 東船橋 3丁目 

11 海神台西遺跡（23） 海神 5丁目 23 ユルギ松遺跡（11） 飯山満町2丁目 

12 海神台西遺跡（24） 海神 5丁目 24 ユルギ松遺跡（13） 飯山満町2丁目 

※1･7･8･9･18･21･23 は国庫補助事業（市内遺跡発掘調査報告書に掲載）

※12・14・15・18・19・21 は本調査実施 6・10・17 は R6 本調査予定

※5・6（一部）・20 は現状保存

⑤ 発掘調査報告書刊行 6 冊

No. 報告書名 時代・主な検出遺構 備考 

1 
令和 5 年度船橋市内遺跡発

掘調査報告書 

確認調査 5遺跡・海老ケ作貝塚整理作業 国庫補助事

業 

2 小野田
こ の だ

遺跡(2) 
縄文～平安時代竪穴住居跡、中世台地整

形区画他 

直営 

3 東中山台遺跡群(67) 
縄文時代早期炉穴・前期竪穴住居跡他 直営 

4 東中山台遺跡群(80) 
奈良・平安時代竪穴住居跡、中・近世台

地整形区画他 

(80)(80-2)

合本・委託 

5 上
じょう

ホシ遺跡（11）
縄文時代早期・中期竪穴住居跡・土坑他 委託 

6 中法伝
なかほうでん

貝塚（17） 
縄文時代土坑、中～近世台地整形区画他 委託 
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⑥ 未指定文化財の調査

新型コロナウイルス感染症による制限が解除され、多くの民俗行事が復活した。神楽

などの指定文化財のほか、未指定文化財の調査を 4件（印内八坂神社例祭・本町八坂神

社例大祭・八劔
やつるぎ

神社例大祭・春キトウ）行った。 

⑦ 下野牧二和
しものまきふたわ

野
の

馬
ま

土手の草刈り、樹木剪定

年 2回（6月・11 月）草刈を実施し、また 2月に 10 本の樹木の剪定を実施した。

⑧ 指定文化財補助事業

「船橋市文化財保護事業補助金交付要綱」に基づき、21 件の指定・登録文化財の所

有者等に管理伝承費の補助（1 件 40,000 円）を行った。また、下記 2 件に修理等費

用の補助を行った。

文化財名 修繕等内容 

高根町神明社の神楽 衣装の修繕（112,200 円） 

二宮神社の神楽 大黒面の修繕（25,000 円） 

⑨ 文化財防火デー

1月 26 日の文化財防火デーに合わせて、例年 4～5 か所で、文化財所有者・近隣

住民と消防署が協力して消防訓練を実施している。令和 5 年度は 2 か所（『東葉高等

学校正門』（東葉高等学校）、『八十八ヶ所札所大絵馬』（観行院））で開催した。この

ほか、1 か所（『灯明台』（意富比神社））で文化財所有者と一部関係者のみで消防訓練

を実施した。

２．普及事業 

市内にある文化財の活用・公開を促進するとともに、文化財の周知に努めた。遺跡

マップや取掛西貝塚パンフレットの作成及び配布、文化財説明板設置、遺跡見学会や

取掛西貝塚に関する展示・講演会の開催、講師派遣、ホームページ作成・更新を行っ

た。今後も文化財の活用・公開を促進するとともに、文化財の周知に努めていく。

① 遺跡マップ・取掛西貝塚パンフレット

「報告（3）取掛西貝塚保存活用事業について」参照 

② 文化財説明板の設置  1 か所設置(更新)、1 か所撤去 

1 基の説明板を新しいものに更新した。また、1基の説明板を撤去した。 

英語の併記に加え、中国語（簡体字）・韓国語の解説をホームページで閲覧可能と

した。 

No. 文化財・遺跡名 設置場所 備考 

１ 撤去・更新 木造地蔵菩薩坐像（ゆるぎ地蔵） 
船橋市飯山満町 

2 丁目 744-1  市指定文化財 

令和 6 年度第 1 回文化財審議会 
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2 撤去 難陀龍王堂 
船橋市本町 

3 丁目 24-6（覚王寺） 
市指定文化財 

③ 遺跡見学会・体験発掘               2 回 参加者総数 552 人 

令和 5年度は 2か所の遺跡にて実施。本調査の現場では、フェンスなどに現場・遺

物写真に説明を加えたものを掲示するなど、近隣への周知を図っている。 

④ 展示・講演会 埋蔵文化財 8 件 参加総数 5,135 人 

No. 名称 会期 参加者数 

1 
郷土資料館企画展 

「1万年前のタイムカプセルー国史跡取掛西貝塚―」展 

10 月 1 日～ 

11 月 30 日 
3,830 人 

2 

郷土資料館企画展 

「1 万年前のタイムカプセルー国史跡取掛西貝塚―」展 

展示解説 

10 月 8 日、

22 日、11 月

5 日、19 日 

52 人 

3 
飛ノ台史跡公園博物館企画展 

「1万年前のタイムカプセルー国史跡取掛西貝塚―」展 

3 月 2 日～ 

5 月 12 日 

(うち 3月中) 

627 人 

4 

飛ノ台史跡公園博物館企画展 

「1 万年前のタイムカプセルー国史跡取掛西貝塚―」展 

展示解説 

3 月 17 日（日） 41 人 

5 

文化講演会「 国史跡 取掛西貝塚ってどんな遺跡？！ 

～1万年前の暮らしをのぞいてみよう～」 

（県職員による：薬円台公民館） 

11月 26日（日） 70 人 

6 取掛西貝塚展示ギャラリートーク（郷土資料館） 11月 26日（日） 16 人 

7 
千葉県北西部地区文化財行政担当者連絡協議会文化財発表

会【玉川旅館】（中央公民館） 
12 月 9 日（土） 308 人 

8 

取掛西貝塚講演会 

「～約 1 万年前の縄文ワールド 第 6 弾～ 取掛西貝塚を

考える ～縄文海進と貝塚の形成～」(市民文化創造館) 

3 月 9 日（土） 191 人 

⑤-1 講師派遣・講座 埋蔵文化財   15 回（うち 1 回中止） 参加者総数 477 人 

No. 講演名 開催日 参加者数 

1 出前講座【遺跡から見る地域の歴史】（海神公民館） 5 月 19 日（金） 36 人 

2 
中央ふれあい学級 歴史講座【取掛西貝塚】 
（中央公民館） 

6 月 14 日（水） 36 人 

No. 遺跡名 開催日 見学者数 

1 東中山台遺跡群（85）遺跡見学会 7 月 22 日（土） 405 人 

2  ユルギ松遺跡（12）遺跡見学会 3月 9日（土） 147 人 

令和 6 年度第 1 回文化財審議会 

報告(1) 令和 5 年度文化財保護・調査・普及事業の報告について 



5 

3 
出前講座【遺跡から見る地域の歴史】 

（ローゼンホーム上山 食堂）
6 月 28 日（水） 12 人 

4 
飛ノ台史跡公園博物館ワークショップ 

「8000 年前の貝で絵具をつくろう！」 8 月 24 日（木） 6 人 

5 出前講座【遺跡から見る地域の歴史】（海神公民館） 10月18日（水） 50 人 

6 

令和 5年度第 2回文化財講演会 

千葉県文化財保護協会【史跡取掛西貝塚～現れた 1

万年前の大集落～】（千葉県立中央博物館） 

10月21日（土） 50 人 

7 出前講座【遺跡から見る地域の歴史】（丸山公民館） 11 月 8 日（水） 18 人 

8 出前講座【遺跡から見る地域の歴史】（丸山公民館） 11月17日（金） 雨天中止 

9 出前講座【国史跡 取掛西貝塚を知ろう】（習志野台公民館） 11月25日（土） 18 人 

10 出前講座【遺跡から見る地域の歴史】（高根台公民館） 12 月 5 日（火） 41 人 

11 出前講座【国史跡 取掛西貝塚を知ろう】（丸山公民館） 12月15日（金） 55 人 

12 出前講座【国史跡 取掛西貝塚を知ろう】（三田公民館） 1 月 11 日（木） 41 人 

13 船橋税理士会【取掛西貝塚】（ホテルフローラ船橋） 1 月 18 日（木） 37 人 

14 
歴史講座「遺跡と絵画」～胡粉で絵を描こう～ 

（高根台公民館） 
2 月 7 日（水） 18 人 

15 ふなばし市民大学校【取掛西貝塚】 2 月 22 日（火） 59 人 

※「ふるさと船橋」学習の推進をはかるため、考古・美術・歴史・自然分野にまたがる「ふ

なばし貝プロジェクト」を試行した（No.4・14）。令和 5年度は文化課美術学芸員・飛ノ

台史跡公園博物館学芸員・文化課考古職員が協力して 2回の講座を実施した。No.14 は文

化課考古職員を派遣して実施したもの。

⑤-2 講師派遣・講座 歴史文化財 6 回 参加者総数 386 人 

No. 講演名 開催日 参加者数 

1 出前講座【市の文化財】（宮本公民館） 6 月 22 日（木） 24 人 

2 ふなばし歴史・文化フォトラリー 
7 月 15 日（土）

～8 月 31 日

（木） 

65 人 

3 出前講座【市の文化財】（中央公民館） 12月 19日（火） 27 人 

令和 6 年度第 1 回文化財審議会 
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4 出前授業【野馬土手】（二和小学校 3年生 3クラス） 2 月 19 日（月） 78 人 

5 

海ノ民話のまちプロジェクト 

民話の語りと「雪どけ塚の白ヘビ」アニメーション

上映会（八栄小学校） 

3 月 5 日（火） 180 人 

6 

海ノ民話のまちプロジェクト 

「雪どけ塚の白ヘビ」アニメーション完成記念フィ

ールドワーク（夏見公民館） 

3 月 5 日（火） 12 人 

市指定史跡 下野牧二和野馬土手について、学校に出向き授業を行った。 

指定となった翌年の平成 30 年度から、隣接地にある二和小学校 3年生を対象に行って

いる。 

 日本財団が主催する「海と日本プロジェクト」のなかで、国内各地に伝わる海の民

話をアニメーション化する事業「海ノ民話のまちプロジェクト」が展開されており、

令和 5年度に船橋市に伝わる民話「雪どけ塚の白ヘビ」が選ばれた。 

アニメーションの完成を期して市内小学校において、市内の民話伝承団体による民

話の語りとアニメーション上映会を実施し、小学校 3年生が計 180 名参加した。また、

該当アニメに縁のある地域を散策するフィールドワークを実施した。 

⑥ 研修生・職場体験受け入れ

名称 学校・団体名 受入日 参加者数 

なし 

令和 6 年度第 1 回文化財審議会 
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埋蔵文化財に関する統計資料（令和 5年度） 

349 
321 

330 

235 

466 

364 338 340 326 

１．照会件数の推移（長期） 

２．文書照会件数 

408 

408 
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32 

４．試掘件数 

３．窓口等の問合せ件数 

23 

41 
37 

40 
41 

39 41 

50 50 
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５．土木工事届出等件数 

６．発掘調査件数 

180 

276 258 267 266 

292 

275 
299 

285 

321 

30 

40 

33 

42 

36 

39 40 

33 

37 

43 
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７．公共工事照会件数 
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【参考】Web 発信 

① 船橋市ホームページ 文化財関係記事 閲覧数（年度）

年度 閲覧数 記事数 平均閲覧数 備考 

R1 12,930 22 588 

R2 16,052 22 730 玉川旅館の動画等を H.P.で公開 

R3 27,910 23 1,213 市初の国史跡指定（取掛西貝塚） 

R4 27,255 38 717 

R5 25,301 46 550 

② 文化課 Facebook（文化財関係記事）R6.4.26 時点

年度 投稿数 いいね シェア 主な記事 

R4 61 1,670 87 ただ今発掘調査中!! Vol.90～124 

R5 41 1,277 89 ただ今発掘調査中!! Vol.125～145 

計 102 2,947 176 

＊市内で行っている発掘調査について「ただ今発掘調査中!!」として発信。その他、民俗行事など文化財情

報、講座・講演会やイベント情報についても発信している。 

③ 文化課 YouTube 再生数（累計）

＊「ふなばし生涯学習チャンネル」は船橋市ホームぺージ内 

＊ 「全国遺跡報告総覧」は国立奈良文化財研究所が運営 

＊「海ノ民話のまちプロジェクトオフィシャルサイト」は一般社団法人「日本昔ばなし協会」が運営（日本

財団「海と日本プロジェクト」） 

No タイトル 公開日
累計再生数
（R6.4 .26集計）

備考

1 船橋市所蔵作品展「椿貞雄と清川コレクション」 R2.5.20 1,357 ふなばし生涯学習チャンネル

2 船橋市収蔵作家紹介動画「荒井恵子」 R3.10.22 920 ふなばし生涯学習チャンネル

3 船橋市収蔵作家紹介動画「北井一夫」 R4.1.31 1,071 ふなばし生涯学習チャンネル

4 玉川旅館物語　本編 R2.12.1 2,569
ふなばし生涯学習チャンネル
「全国遺跡報告総覧」文化財動画ライブラリー

5 玉川旅館物語　資料編 R2.12.1 1,631
ふなばし生涯学習チャンネル
「全国遺跡報告総覧」文化財動画ライブラリー

6 【PR動画】船橋市初の国史跡誕生！取掛西貝塚（縄文時代）＜PV風＞ R3.6.18 1,185
ふなばし生涯学習チャンネル
「全国遺跡報告総覧」文化財動画ライブラリー

7
【PR動画】船橋市初の国史跡誕生！取掛西貝塚（縄文時代）＜役所手
作り風＞

R3.6.18 1,770
ふなばし生涯学習チャンネル
「全国遺跡報告総覧」文化財動画ライブラリー

8
【ダイジェスト版】船橋市初の国史跡、取掛西貝塚のことが約3分でわか
る！（縄文時代）

R3.10.13 1,576
ふなばし生涯学習チャンネル
「全国遺跡報告総覧」文化財動画ライブラリー

9 雪どけ塚の白ヘビ R6.2.14 1,630 海ノ民話のまちプロジェクトオフィシャルサイト

計 13,709
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令和 6 年度文化財保護・調査・普及事業の計画について 

開発等事業者と調整協議し、必要な発掘調査の実施等、埋蔵文化財保護業務を実施する。ま

た、文化財審議会委員や各分野の研究者の協力を得て、指定・未指定の文化財の調査を継続し

て行う。必要に応じて、郷土資料館・飛ノ台史跡公園博物館と連携する。 

① 取掛西貝塚保存活用事業

報告（３）「取掛西貝塚保存活用事業について」で報告いたします。

② 開発等に伴う発掘調査予定

No. 遺跡名 時代・主な検出遺構 備考 

1 高根木戸北貝塚(4) 縄文時代竪穴住居跡他 

2 印内台遺跡群(90) 中世台地整形区画他 

3 中野木台遺跡(25) 縄文時代竪穴住居跡他 

4 海老ケ作貝塚(7) 縄文時代土坑他 

その他 

確認調査 38 件予定 

直営（市内遺跡 

5 件含む） 

③ 報告書刊行予定

No. 遺跡名 時代・主な検出遺構 備考 

1 
令和６年度船橋市内遺跡発

掘調査報告書 
縄文時代～近世 

2 川ノ上遺跡（9） 縄文時代竪穴住居跡他 

3 坂ノ上遺跡（1） 縄文時代土坑他 

4 東中山台遺跡群（85） 古墳～平安時代竪穴住居跡他 

5 夏見台遺跡（79） 古墳～平安時代竪穴住居跡 

6 佐倉道南遺跡（9） 縄文時代土坑他 

7 
平成 27・28 年度船橋市市費単

独事業遺跡発掘調査報告書 
縄文時代土坑他 

１．保護・調査事業 

令和 6 年度第 1 回文化財審議会 

報告(2) 令和 6年度文化財保護・調査・普及事業の計画について 
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④ 市費単独整理作業

遺跡名 時代・主な検出遺構 備考 

平成 27・28 年度確認調査 縄文時代土坑他 

海老ケ作貝塚（2） 縄文時代中期竪穴住居跡他 整理作業（一部委託） 

取掛西貝塚継続研究 縄文時代早期竪穴住居跡他 動物骨・植物関連分析 

⑤ 指定・未指定文化財調査予定

文化財名 調査内容 備考 

市内の神楽の調査 
市内 5 つの神楽について、記録を

作成する。 

市内の祭礼の調査 市内で行われる祭礼の調査。 

市内の古民家調査 古民家の調査し、記録保存を行う。 

⑥ 下野牧二和野馬土手

年 2回の草刈を実施し、保護に必要な維持管理を続けていく。 

近隣の二和小学校の 3年生を対象に野馬土手の貴重性を伝えていく授業を実施する。 

⑦ 指定文化財補助事業

市内の指定・登録文化財の管理伝承費や緊急修繕等に対し、補助を行っていく。

２．普及事業 

引き続き、文化財説明板の設置を行う等、普及活動を積極的に行う。 

① 文化財・遺跡説明板の設置・改修予定

文化財・遺跡名 設置場所 設置数 

文化財説明板の新設・建替え 検討中 2 基予定 

遺跡説明板の新設 検討中 3 基予定 

② 刊行物

普及用遺跡マップ（第 9 版）1万部と児童向けパンフレット 2万部を刊行し、すでに昨年度

に刊行した取掛西貝塚リーフレット・パンフレットとあわせて市内の小中学校（中学 1年生・

小学 3・6 年生全員）に重点的に配布し、市内博物館・図書館等公共施設で市民に配布する予

定。 
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No. 刊行物名 主な内容 販売・配布先 

1 遺跡マップ 第 9版 1 万部・無料 
市内中学校 1年生・博物館・

公民館等に配布 

２ 
一万年前の世界をのぞいてみよう 

取掛西貝塚 
2 万部・無料 

市内小学校 3年生・博物館・

公民館等に配布 

③ 遺跡見学会開催予定

遺跡名 開催日 

未定 未定 

④ 展示・講演会

名称 会期 定員 

1 中央大学学術講演会 

「取掛西貝塚からさぐる縄文の暮らし」 
9 月 29 日（日） 200 人 

2 

取掛西貝塚講演会 

「～約 1万年前の縄文ワールド 第 7弾～ 取掛西貝塚を考え

る～石器からみた 1万年前のくらし～」きららホール 

3 月 8 日（土） 210 人 

⑤-１ 講師派遣・講座予定 埋蔵文化財

⑤-２ 講師派遣・講座予定 歴史文化財

No.   講演名 (担当) 開催日 
参加人数

（予定）

1 まちづくり出前講座【市の文化財】（海神公民館） 6 月 7 日（金） 30 人 

2 出前授業 野馬土手 二和小学校３年生 未定 90 人 

⑥ 研修生・職場体験受け入れ予定

名称 学校・団体名 受入日 参加者数 

未定 

No.   講演名 (担当) 開催日 
参加人数 

（予定）

1 出前講座【遺跡から見る地域の歴史】（夏見公民館） 5 月 9 日（木） 80 人 
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３．その他 

（仮）「ふなばし文化財説明板スタンプラリー」の開催（文化課） 

昨年度まで実施したスタンプラリーを基に、今年度は市内の文化財説明板を巡るスタンプラ

リーを開催する。



令和6年度第1回文化財審議会 
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取掛西貝塚保存活用事業について 

１．令和 5年度事業報告 

（１）史跡取掛西貝塚保存活用計画の策定

史跡取掛西貝塚保存活用計画策定委員会で検討を経てパブリック・コメントを実施し、史跡取掛西

貝塚保存活用計画を策定した。 

(２)継続研究の実施

植物遺体の継続調査と動物遺体の基礎データ確認を行った。

(３) 史跡用地の取得

国庫・県費補助金を活用し、2 件の史跡用地を取得した。

1 件は千葉県地方土地開発公社の先行取得分の買戻し、1件は個人の土地所有者からの買上げであ

る。 

（４）講演会「取掛西貝塚講演会～1万年前の縄文ワールド第 6弾～」

船橋市民文化創造館で、2名の専門家を招いて講演会を開催した。

 令和 6年 3月 9日（土） 13：30～16：30 （参加者 191 人） 

① 講師：野内 秀明氏（元横須賀市教育委員会）

「東京湾西岸部の縄文時代早期の貝塚－縄文海進と貝塚の形成－」

② 講師：西野 雅人氏（千葉市埋蔵文化財調査センター所長）

「千葉に貝塚ができたころ－縄文海進初期の海と資源利用－」

（５）普及用パンフレットの配布と学校に向けた学習支援の取組

取掛西貝塚の周知のため、市内小学 3年生に児童向けパンフレット、小学 6年生にリーフレット、中

学 1年生に中級編パンフレットと遺跡マップを配布した。今後も、毎年、配布する予定である。 

また、新たに船橋市ホームページに学校の先生方が授業で活用できる動画等を掲載した。 

① 児童向けパンフレット「1万年前の世界をのぞいてみよう 取掛西貝塚」

市内小学 3年生を中心に配布 

② リーフレット「取掛西貝塚ってどんな遺跡？」

市内小学 6年生を中心に配布 

③ パンフレット「取掛西貝塚 1万年前の貝塚から見える暮らしと環境」

市内中学 1年生を中心に配布 

④ 「君の足元に眠る 船橋の遺跡マップ」

市内中学 1年生を中心に配布
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⑤ Web ページ「学校の先生方へ 授業で使えるふるさとの歴史（学習支援素材）」

令和 5年 6月 19 日に開設 

https://www.city.funabashi.lg.jp/gakushu/0005/p117043.html 

二次元コード 

・動画「一万年前の昔から目ざめた、縄文時代の遺跡～取掛西貝塚 」

小学校の地域学習や総合学習など授業での活用を想定 

・もっと知りたい人のための資料集

パンフレットや遺跡マップなど学校に配布している刊行物のダウンロードサイトのほか、授

業で活用可能なサイトを紹介 

２．令和 6年度事業予定 

（１）史跡用地の取得

国庫補助金を活用し、史跡用地を取得する。6年度は 1件を予定している。

6年度以降も継続して取得する予定である。

今後の史跡用地取得について、土地所有者へ戸別訪問を行い、説明する予定。

（２）継続研究の実施

前年度から継続して、植物遺体の継続調査と動物遺体の基礎データの確認を行う予定である。植物

遺体の調査成果について、報告書を刊行する。 

（３）取掛西貝塚講演会

講師：上条 信彦氏（弘前大学 人文社会科学部） 

野口 淳氏（公立小松大学 次世代考古学研究センター） 

  内容：2名の講師をお招きして講演いただく予定。 

  日程：令和 7年 3月 9日（土）13：00～16：30 

会場：船橋市民文化創造館（きららホール） 

（４）普及用パンフレットの配布と学校教育での取組

継続してパンフレットやリーフレットを小学校 3・6年生、中学校 1年生に配布するほか、市民

に配布する（配布場所：市文化課、郷土資料館、飛ノ台史跡公園博物館のほか、出張所・公民館・

図書館など市施設）。また、遺跡見学会や展示、講演会や出前講座などでも活用する。

引き続き、学校教育での史跡取掛西貝塚や地域の遺跡、文化財の学習の推進に取り組む。 

令和6年度第1回文化財審議会 

報告(3)　取掛西貝塚保存活用事業について

https://www.city.funabashi.lg.jp/gakushu/0005/p117043.html
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埋蔵文化財調査事務所の旧金杉台中学校への移転について 

１．事業実施の背景と目的 

埋蔵文化財保護のため、開発等事業の前に発掘調査を実施している。発掘調査で出土した文化財

の調査研究・整理、適切な収蔵管理と活用は市が行う必要がある。 

現在、出土文化財については整理・報告書刊行までは埋蔵文化財調査事務所で保管し、その後は

博物館（郷土資料館・飛ノ台史跡公園博物館）に移管し、活用を図っているが、収納場所が大幅に

不足し、事務作業スペースも狭小な状態である。さらに、発掘調査により年平均約 100 箱ずつ出土

文化財は増加しており、収蔵庫不足が課題となっている。 

旧金杉台中学校の校舎を活用し、埋蔵文化財調査事務所を移転することで、増加する出土文化財

の収蔵スペースを確保し、現調査事務所の狭小・老朽化問題を解決する。さらに、従来の移管のた

めの移送の手間が省け、時間・費用の圧縮が期待できる。また、分散収蔵している出土文化財を一

元管理することで、市民や研究者等の出土文化財へのアクセスが容易となるほか、展示室や実習室

を設けることで学習拠点となり、出土文化財が市民共有の財産として価値が向上することも期待で

きる。 

２．今後の予定 

旧金杉台中学校の校舎を、（仮称）埋蔵文化財調査研究センターとして活用するために必要となる

改修工事の設計を令和 6年度に行う。工事は令和 7 年度から令和 8年度にかけて行い、令和 8 年度

中に供用を開始する見込みである。 
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